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１．大雨をもたらした気象の概況について
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２．道路部門における対応状況等について

被災を踏まえて検討・対応した課題

道路の主な被害状況

被災した道路の復旧状況

至 帯広

至 帯広

【平成29年6月14日 盛土工事中】 【平成29年10月20日 復旧工事完了】

至 帯広

▼㊷帯広側７合目盛土崩壊

至 札幌

▼㊷帯広側７合目盛土崩壊 ●TEC－FORCE支援
日勝峠周辺での被害が大きかった台風10号については、道外の地方整
備局（関東、中国、四国）からの支援を受け、北海道開発局の職員と合
わせて延べ866人のTEC－FORCE隊により、迅速に被災状況を把握。
●被災状況調査の工夫
国道２７４号日勝峠においては、被災翌日から車両進入困難な箇所を徒
歩、自転車による移動、落橋箇所でのゴムボートによる渡河やヘリコプ
ターによる移動等様々な工夫により、迅速に被災状況を把握。
● ICT技術の活用
㊷帯広側日勝峠7合目盛土崩壊箇所では、UAVによる起工測量、ICT建
設機械による施工により、施工日数が従来手法に比べて約８割に短縮

●

●
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３．河川部門における対応状況等について
河川の主な被害状況 被災した河川堤防の復旧状況

被災を踏まえて検討・対応した課題

被災箇所図

音更川KP9.0右岸 既設護岸の被災状況

河岸洗掘

音更川KP21.2左岸 堤防決壊状況

十勝川KP78.2左岸 河岸の被災状況

札
内
川

札内川KP40.5左岸 堤防決壊状況

８月下旬の台風の接近に伴う大雨により、道東を中心に被害が発生した。

【十勝地方における取組】
十勝川流域の農地では、表土流出などの大きな被害が発生。これら農地の迅速な災害復旧を図るため、帯広市、清

水町、芽室町、十勝総合振興局、関係するＪＡ、帯広開発建設部などを構成員とする 「平成２８年度大雨災害に係る農地
の災害復旧工事と河川工事との十勝地方連絡調整会議」により土砂が必要な地域の確認、河川掘削土の発生状況等の
情報を共有、調整し、必要な箇所へ掘削土を運搬した。
帯広開発建設部では、河川事業による農地の災害復旧支援のため、十勝川の河道掘削土を運搬し提供。

・総運搬土量：６４万m３

・運搬期間：平成２８年１２月～平成３０年７月

札内川KP24.8左岸 堤防決壊状況

戸蔦別川

札内川KP24.8左岸 堤防決壊状況

緊急災完成（平成２８年９月５日撮影） 本復旧完成（平成２９年７月２４日撮影）

・音更川KP21.2左岸

本復旧完成（平成２９年７月２７日撮影）

・札内川KP24.8左岸

緊急災完成（平成２８年９月８日撮影）

戸蔦別川

【清水町】
運搬土砂量 １５万ｍ３

【芽室町】
運搬土砂量 ３４万ｍ３

【帯広市】
運搬土砂量 １５万ｍ３

【運搬期間】
平成２８年１２月～平成３０年７月
【合計運搬土砂量】
（帯広市・芽室町・清水町） ６４万ｍ３

北海道緊急治水対策
プロジェクトの対象区間

○北海道緊急治水対策プロジェクト（十勝川水系）
十勝川水系の本川や支川において、災害復旧を行うとともに再度災害防止
を図るため、堤防整備や河道掘削等を緊急的・集中的に実施。

主な事業内容
・堤防、護岸、河道掘削
事業期間
・平成28年度～平成31年度
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被災前の河道（推定）

被災前

４．農業部門における対応状況等について

被災を踏まえて検討・対応した課題

【御影地区】円山頭首工の現在（令和8年5月撮影）

被災後 林道橋梁

円山頭首工位置

○ 台風10号の豪雨に伴う河川の氾濫により、頭首工が埋没しかんがい用水が取水できなくなる機能喪失が生じるなど、農業水利施設にも甚大

な被害が発生

被災前の河道（推定）

【課題】

○現道の大規模損壊により、被災箇所に徒歩でも進入出来ない

○作付作物のため、早期のかんがい用水確保が必要

・早期に対応するため、暫定的な復旧による取水

・本復旧による安定的な取水

農業水利施設の主な被害と復旧状況

円山頭首工

円山頭首工全壊

円山頭首工復旧
（平成30年12月完成）

【対応】

○UAVなどのICTを活用した調査

○被災後、２か月で暫定的な取水を開始するとともに、

本復旧の工事に着手（直轄災、補助災）

○２か年で本復旧完了

復旧後
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